
 

 

 

 

 教頭  松風 嘉男 

スマートフォンやパソコンでたくさんの情報が瞬時に手に入る時代になり

ました。そこで、情報について少し考えてみたいと思います。 

新型コロナウイルスが出始めた頃、トイレットペーパーが店から消滅する

という騒動が有りました。これは、SNS の拡散力が原因のひとつといえます。

そしてテレビが「お店にはトイレットパーパーの在庫がありません」と煽った

ことで、買い占めに走ってしまう人が増え、結果的に「トイレットペーパーが

なくなる」というデマが現実になってしまったわけです。 

このように、世界や日本各地で災害などが多発するたびに SNS 上には様々

なデマや根拠不明の情報（フェイクニュース）が投稿されてきました。そして、

その情報には「拡散希望」などのメッセージが書かれていることが多いのです。 

右の写真は、熊本地震で実際に出回った嘘

の情報です。皆さんなら信じますか？   

SNS には、本当に助けを必要としている

ものや緊急性が高いものもありますが、残念

ながら悪質なデマや嘘の内容が大変多いです

「拡散希望」は、ほぼ見た人の善意で１クリ

ックされ拡散されていきます。でも、ちょっ

と考えてみてください。もしその情報が間違

っていたり、拡散した結果、誰かに損害や損

失を与えてしまったりしたら。 

少しでも疑わしい内容であれば、一歩立ち

止まり、無闇にリツイートやリプライ、拡散

などで「話題に乗らない」冷静さが大切で

す。 

SNS は非常時に必要な情報をいち早くピックアップできるツールですが、

デマやフェイクが原因で有効活用できない状況は大きな損失です。一人ひと

りが冷静に情報の精度を見極める「ファクトチェック（正確性・妥当性を検

証する行為）」の姿勢は、今後ますます重要になりそうです。 
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情報の精度を見極める 



学習指導担当 

 

 今年度の定期テストに関わることを下記にまとめました。 

 

＜日 程＞ 

 国語・社会・数学・理科・英語の５教科を、年３回実施します。（年度当初は年４回の予定でしたが、

教育実習が延期になったため、９月に予定していた定期テスト②は中止となりました。） 

 定期テスト① 定期テスト② 定期テスト③ 定期テスト④ 

実施日 6／30（火） 中 止 11／18（水） 
3 年：1/26(火)～28（木） 

1･2 年：2/9(火) 

※ 保健体育、技術・家庭は、各授業の中で実施します。 

※ 美術、音楽は実施しません。 

 

＜後日受検＞ 

 当日欠席した生徒のために、後日受検の日程を設定します。原則としてテストの翌日及び翌々日の実

施とします。後日受検以降の受検の成績の取り扱いは、その程度により教科部で判断して成績に反映さ

せます。なお、その際の得点は成績表には括弧書きで記載します。 

 

＜テスト範囲と学習計画＞ 

 定期テストの約２週間前に、範囲表と計画表を配布し、学級活動などで学習計画を立てます。また、

学習時間確保のために、１週間前から朝読書を朝学習に切りかえ、５日前から部活動を停止します。十

分な学習時間が確保できるよう、ご家庭でもお子様の様子を見守ってください。 

 また、学習プランニングをさらにフル活用させ、今まで以上に見通しをもった学習計画と計画的・継

続的な家庭学習を支援します。 

 

＜学習会＞ 

（１）ねらい ：授業での学習内容に対して質問する機会を設け、「質問してよかった」「分かった」と

いう経験、きっかけを得る機会とし、学習意欲の向上を図ることを目的としています。 

（２）日 時  ：定期テスト数日前の放課後４０分程度 → その都度、日時を連絡します。 

（３）実施方法：教科で教室を割り振り、教科の先生方が教室に在中する。生徒がそれぞれの教室に行

って学習する。内容は各自が選んだ教科のプリントやワーク等とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✍テストはなぜあるの？ 

 「テスト」と聞くとあまりよいイメージがない人が多いのではないでしょうか。 

「テストはなぜあるのか。」次の４点に集約できます。 

① 受検者の能力を確認するため 

② 受検者の成績をつける資料にするため 

  ③ 指導者の指導の振り返りのため 

  ④ 受検者の学習意欲向上のため 

 

 学校の場合、受検者が生徒、指導者が先生になります。 

 数ヶ月間学習した内容を、テストを通してどれだけ身についているかの確認をします。 

 生徒のみなさんはテストを毛嫌いせず、『学習の定着度を測るもの』ぐらいに思って挑んでください。

そのためには、学習の見通し・計画が大切です。 

 先生方はテストを自分たちの指導法がよかったかどうか、自己評価するものにしているのです。 



部活動が教えてくれたもの 
～自分にとっての大きな財産・成長～ 

                                   部活動担当 鈴木 大地 

 私はこれと言って得意とするスポーツはありませんでした。中学校に入学し、バスケットボール部や

ソフトテニス部、陸上競技部を見学し、友達に誘われた陸上競技部に入部しました。３年間練習に励みま

したが、結果を残せる選手にはなれませんでした。しかし、中学校の部活動を通して、結果よりももっと

大事なものを得ることができました。 

①人との出会い 

 私は陸上競技を通してたくさんの方々と出会うことができました。「自分の夢は、このリレーチームを

県決勝の舞台に立たせること」と目を輝かせながら語ってくれた顧問の先生、疲労で立てなくなるまで

一緒に練習に打ち込んだ仲間、お弁当作りや送迎、試合会場に足を運び、全力で応援してくれた保護者の

方々、他校の生徒にもかかわらず、親身になってご指導してくださった先生方、他校のよきライバルたち

など中学校生活の出会い一つ一つに思い出があり、その都度成長がありました。中でもともに練習に励

んだ仲間たちは今でも連絡を取り合い、思い出話に花を咲かせています。私の一生の友人です。そんなか

けがえのない出会いが部活動にはありました。 

 ②努力する力 

 中学校の部活動を通して、「努力する力」を培いました。私は中学時代４００ｍを専門に取り組んでい

ました。初めて走った４００ｍは中学１年生の夏。ラスト１００ｍが猛烈に長い距離に感じました。脚、

腕が全く動かず、視界も朦朧とする中ゴールしました。そんなスタートでしたが、走るたびにタイムが縮

まり、「もっと速く走りたい」という想いがこみ上げ、朝練や休日の自主練にも積極的に取り組むように

なりました。初めはすごく長かったラスト１００ｍが３年生の頃には最後までフォームを意識して、力

を込めた走りをすることできるようになりました。努力をすると成長できるということを強く実感しま

した。その実感があったからこそ、その後の高校・大学受験や教員採用試験で、諦めることなく学習に打

ち込み、一つ一つ目標を達成することができたのだと感じています。 

 ③みんなの応援 

 応援には不思議な力があります。私の出身中学校はテントの位置がラスト１００ｍの位置にいつも設

置してあり、そこで仲間の応援をしていました。４００ｍはラスト１００ｍが辛い競技です。しかし、そ

のラスト１００ｍに差し掛かるところで仲間の応援が一番大きく聞こえてきます。その声に私はとても

力を貰いました。その分私も全力で仲間を応援しました。応援はチームの士気を高めます。 

今、私は女子ソフトテニス部の顧問をしています。生徒たちには「応援されるチーム」になろうといつ

も声を掛けています。その想いに生徒たちも応えようとしてくれる姿があります。「周囲の応援や期待に

応えようとする力、周囲の人を応援しようとする力」が身に付き、集団として成長できる素晴らしい活動

が部活動だと思います。 

３年生へ 

 今年度は新型コロナウィルスの影響で中学校体育連盟の活動が中止となりました。今、３年生にでき

ることは後輩たちにみんなのかっこいい姿を見せ、部活動の素晴らしさを教えることです。部活動は３

年間で唯一、メンバーが変わらず、目標に向かって努力ができる活動です。その活動に取り組む姿勢、そ

こから得られるもの、すべてを後輩たちに伝え、糸中の伝統を引き継いでほしいと 

思います。  

今まで学んだことは無駄にはなりません。今後の人生に確実にプラスになります。 

残りの部活動でみんなのすべてを出し切りましょう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月 28 日（木）生徒朝会 

  ３０日（土）英語検定① 

→７月２５日（土）に延期 

６月１１日（月）心の健康チェック 

６月１２日（火）全校応援練習、地区生徒集会 

６月 ４日（木）生徒朝会（体育祭について）  

   ５日（金）生徒朝会（体育祭団決め） 

６月 12 日（金）糸中応援団結成の集い 

 

13 日（土）漢字検定① 

19 日（金）3年生高校説明会 

24 日（水）3年生部活動終了日 

25 日（木）テスト前部活動休止 

25 日（木）テスト前放課後学習会（希望者） 

26 日（金）テスト前放課後学習会（希望者） 

30 日（火）定期テスト①（5 限まで） 

🐌… 今後の予定 🐌… 

 

図書寄贈のお知らせ 
 

平成８年度卒業生 荻野真友子 様 より 

辞典や伝記などの図書を寄贈いただきました。 

 

芙蓉基金 代表 酒井久和 様 より 

第 66回青少年読書感想文全国コンクール 

【中学生の部】課題図書を寄贈いただきました。 

（芙蓉基金様への礼状から引用） 

寄贈していただいた「平和のバトン」は広

島の原爆がテーマの作品です。私も実際に広

島派遣に行かせていただき、その残酷さを目

の当たりにしてきました。日本の被爆体験は

未来の子どもたちへ絶対に伝えていかなけれ

ばいけないことです。この作品を通して、多

くの糸中生の考えるきっかけになるよう、図

書委員会で働きかけていきたいです。 

図書委員長 ３年 小澤 彩羽 

寄贈していただいた図書は、たくさんの生徒が手に取りやすいように、 

寄贈図書コーナーを設置し、大切に読ませていただきます。 

ありがとうございました。 



 


